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天文学的事象を利用した天文普及の可能性 
～2013 年銀河系中心巨大ブラックホール Sgr A*事象 

（2013 年事象）を使った天文普及活動～ 
大西浩次（長野工業高等専門学校）  

 
1. はじめに 

2013 年 9 月、われわれ銀河系の中心にあ

る巨大ブラックホールである Sgr A*（サジタ

リウス エー・スター）に地球質量の 3 倍程

度の星間雲が衝突する（図１）[1]。この時、

われわれ銀河系中心で何が起きるのか、いま、

大論争になっている。そして、いま、電波

(VLBI)、赤外線、X 線で、この世紀の事象＝

2013 年事象を観測する準備が始まっている。 

今回、この天文学的な事象（イベント）と

連動して、銀河系の概念を一般市民に広める

ための活動を行うのはどうであろうか。 

 

 
図 1 銀河中心巨大ブラックホール天体

SgrA*に接近中の星間雲（2011 年）の様子

（上図）、最接近後の星間雲(2021 年)の様

子（下図） 

ガスの一部がブラックホールに落ち、SgaA*が

輝くと予報される（画像提供：ESO）。 

2. 金環日食から SgrA*へ 

 2012 年 5 月 21 日，金環日食や部分日食が

全国各地で観察された。当日，悪天候の地域

も多かったが，全人口の約 2 割もの人々が、

実際に空を見上げて日食を観察し、その他の

人々も、テレビや新聞などの各種メディアを

通じて、この天体現象を楽しんだ。 

ところで、日食の観察では、適切な減光を

行わずに観察すると、目を傷めるリスクがあ

る。2012 年の金環日食の際には、日本天文協

議会の WG として「2012 年金環日食日本委

員会」を発足させ、日食の正しい情報と安全

な観察方法の広報普及活動に努めた。 

この金環日食の観察は、学校教育では、中

学校の教育課程で新たに導入された「日食や

月食の仕組み」について、児童・生徒の学習

の動機付けとなる貴重な体験になったであろ

う。また、多くの一般市民においても、神秘

的な天体現象に接して、天文学や宇宙への興

味関心が高まったであろうと期待する。この

ように、天体現象を対象とした天文教育は、

多くの人々が同時に共通の体験を共有できる

ので、個々の経験以上の相乗的な効果が期待

できる。ところで、2013 年、銀河系中心天体

である Sgr A*に星間雲が衝突するという、こ

れまで経験したことのない天文学的現象が予

報されている。この事象を使った新しいタイ

プの天文教育はできないだろうか。 

 

3. 銀河系中心天体 SgrA* 

SgrA*は、最初に電波で発見され、次第に、

銀河系中心の巨大ブラックホールであると考

えられるようになった。近年、この SgrA*の
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周囲に、若く大きな星の星団が存在すること

がわかった。ヨーロッパ南天天文台(ESO)で

は、この星団の星々の運動を、VLT による赤

外線観測でモニターしており、図１のように、

星々の軌道を求めている。これらによって、

SgrA*の場所に太陽質量の 400 万倍程度の巨

大ブラックホールがあることが判った。

SgrA*自身は、近赤外線では通常見ることが

できない（暗い）が、時々フレアー現象が起

き、近赤外線でも見ることができる。このよ

うな観測から、SgrA*は、巨大ブラックホー

ルとその周りの降着円盤から成っていると考

えられている。この降着円盤が、電波や赤外

線（K-band）、X 線などで観測されている。

残念ながら、銀河系中心方向にあるので、手

前の濃い星間塵の影響で、可視光線ではまっ

たく見ることは出来ない。 

多くの銀河中心には巨大ブラックホールが

あると考えられているが、これらの一部は非

常に活発で、AGN(Active Galactic Nucleus, 

活動銀河核)と呼ばれている。このような銀河

では、降着円盤からブラックホールへの物質

の流入が多いと考えられている。AGN の中

には、中心領域から銀河サイズより遙かに長

いジェットが放出しているような現象が見ら

れたりもする。 
 

4. 星間雲と SgrA*の接近 

 VLT による SgrA*近傍の星団の赤外線モ

ニター観測で、2004 年、地球の 3 倍質量の

コンパクトな星間雲 G2 が、SgrA*に向かっ

て落ちていく軌道であることに気づいた（図

２）[1]。モニター観測により、2013 年 9 月、

銀河系中心の巨大ブラックホール Sgr A*か

ら 260AU の地点を通過することがわかった 

(図３)[1,2]。この最接近時に、ガスの一部が

ブラックホ－ルに落下し、SgrA* が爆発的に

輝くと考えられる。斉藤氏らの計算[3]によれ

ば、潮汐力で星間雲はすでに引き伸ばされは 

 
図 2 SgrA*（+の位置）に落下中の星間雲

(2004, 2008, 2011年)（画像提供：ESO） 

 

 

図 3 星間雲の軌道（画像提供：ESO） 

 

じめ、現時点で一部のガスは、落下し始めて

いるという。そうして、今年の 7 月ごろには、

SgrA*が近赤外線で明るく光り始める可能性

がある[3]。最接近の後も、数十年にわたりガ

スは落下し続けるという。このとき、SgrA*

周りの降着円盤の変化に伴う諸現象、例えば、

フレアー現象やジェット生成など爆発的活動

現象が起きるかもしれない。日本では、この

2013 年事象に対する電波、近赤外線、X 線な

どの共同観測する計画が進んでいる[4]。 
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図 4 天の川銀河 

銀河系中心は、左上最も明るい領域(バードの

窓)から斜め左下の暗黒星雲の方向。左下は、

小マゼラン銀河、大マゼラン銀河。対角 100°

（撮影：大西浩次、ニュージーランド Mt.John 

天文台にて） 

5. SgrA*イベントによる天文教育

これまでも、日食、月食、流星などの「天

体現象」を使った天文普及活動が展開されて

いる。これらの対象は、いずれも、美しい、

あるいは、珍しい「天体現象」であった。

一方、2013 年事象は、可視光線では見えな

いという非常に大きな障害を持っている。

それにもかかわらず、（1）天文学的に興味

深い現象であること、（2）対象が一般の人々

に関心の高い「ブラックホール」に関わるこ

と、さらに、（3）リアルタイムで天文学の最

前線を体験できるという魅力がある。 

そこで、多くの皆さんに、この 2013 年事

象による天文教育普及活動を検討していただ

きたいと考える。

ここで、今回の新学習指導要領で、中学校第

3 学年に新たに導入された「銀河系」をキー

ワードにしてはいかがであろうか。教員をは

じめ、市民の皆さんの中で「天の川」、「銀河

系」、「銀河」の関係をしっかり認識している

方は少数派と思われる。このため、われわれ

天の川銀河=銀河系を印象付けることを目的

として、キーワードを「天の川銀河」とし、

2013 年事象の観測グループ[4]と天文普及活

動を行っている各種団体と連携して、SgrA*

の巨大フレアーをリアルタイムでモニターし

ながら、「天の川銀河」を見よう・銀河系中心

方向を確認してみようキャンペーンを行う事

が考えられる（図４）。これらによって、「銀

河系」の理解を深め、児童、生徒、一般市民

に、「銀河」と「銀河系（天の川銀河）」の概

念を普及できるのではないかと期待する。
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